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修士学位論文提出者各位

社会学研究科長　竹内　謙彰
立命館大学における修士学位論文の利用について
学位を授与された修士学位論文は、貴重な資源として教育・研究活動の推進に役立てるため、著者の承諾をいただいた後、立命館大学において以下のように利用します。趣旨をご理解頂き、次ページの「修士学位論文利用承諾書」に必要事項を記入し、修士学位論文と併せて提出をお願いします。
１．利用内容
①修士学位論文を立命館大学の図書館の書架に配架し利用者に閲覧提供します。
②修士学位論文を立命館大学の研究科の事務室において保管し利用者に閲覧提供します。
③電子媒体（PDF等）へ変換した修士学位論文・要旨を、立命館学術成果リポジトリ（R-Cube）等によりネットワーク上で公衆送信し、閲覧提供します。
２．その他

①この利用承諾は、著者ご自身の権利を制限するものではありません。立命館大学が修士学位論文を利用するに際しご提出いただくものです。
②承諾書は、修士学位論文と併せて、産業社会学部事務室までご提出ください。
以　上

修士学位論文利用承諾書
　　　　年　　　月　　　日

　私は、立命館大学社会学研究科より依頼のありました修士学位論文利用に係る以下の項目に関し承諾いたします。

修士論文題目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
研究科：　　　　　　　　　　　　　　　　専攻：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学生証番号：　　　　　　　　　　　　
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
＜承諾いただく項目＞

１．冊子体の利用
○修士学位論文を立命館大学の図書館の書架に配架し利用者に閲覧提供すること。
○修士学位論文を立命館大学の研究科の事務室において保管し利用者に閲覧提供すること。
　２．複写

　　○利用者からの学術研究上の求めに応じて、複写を提供すること。
３．電子媒体への変換および公衆送信
　　○立命館大学が修士学位論文・要旨を電子媒体（PDF等）に変換すること。
○電子媒体（PDF等）に変換した修士学位論文・要旨を、立命館学術成果リポジトリ（R-Cube）等によりネットワーク上で公衆送信し閲覧に供すること。
以　上

